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低出生体重児（出生時体重2500ｇ未満）は、出生後に受けるさまざまな環境の影
響で、生活習慣病を発症する率が高くなる、と言われている（DOHaD説）。その要
因として、母体の低体重（やせ）、喫煙・飲酒、妊娠期間中の体重増加不良、高齢出産
などが挙げられている。そこで、妊娠前からの食を通じた健康教育の在り方を検討
する。
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地方自治体による効率的かつ効果的な母子保健活動の基礎資料とし、今後の取り組みの評価指
標とする。

① 外部資金実績：平成28年科学研究費助成事業（基盤研究C)「 乳幼児健診を利用した母親の食生
活と低出生体重児の出現の要因の検討」（16K01901）
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